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勾配に伴って湖面側から Phragmites australis（Cavanilles）Trinius ex Steudelが優占するヨシ群落、中央には
Junc us yokoscensis（Franch. et Savat.）Satakeが優占するイヌイ群落、最も陸側には Miscanthus sinensis 
Anderss.や Cirsium inundatum Makinoが優占するススキ群落の 3つの植物群落が分布していることが明らか
になった。植物群落間では、地上部バイオマスや地下部バイオマスやその季節変化パターンも異なった。ま
た、土壌有機炭素量はススキ群落で最も多く、ヨシ群落で最も少なかった（ヨシ群落：372 g C m–2、イヌイ
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考慮すると、地温のみで推定した場合に比べて 1.26 ～ 6.72 倍増加した（CO2 フラックス、ヨシ群落：919.2 
g CO2-C m
–2 yr–1、イヌイ群落：353.9 g CO2-C m–2 yr–1、CH4 フラックス、ヨシ群落：116.5 g CH4-C m–2 yr–1、イ
ヌイ群落：14.8 g CH4-C m–2 yr–1）。しかしながら、ヨシ群落やイヌイ群落において水位の影響が見られた一方
で、ススキ群落において水位は炭素フラックスの月積算値や年間値にほとんど影響を与えていなかった（ス




審 査 の 結 果 の 要 旨













た、中心的に扱った CO2 および CH4 は主要な温室効果ガスであることから、得られた成果は、温室効果ガ
594
スフラックスにおける沿岸域の重要性を評価する上でも、貴重な情報を含んでいるものと考えられる。
　よって、著者は博士（環境学）の学位を受けるに十分な資格を有するものと認める。
